
歩きやすい住環境へ向けたコミュニティ活動
―英ブリストル市サウスヴィル地区を事例として―

原わかな



背景

 健康寿命と平均寿命ともに延びているが、その差は広がる傾向

 健康寿命延伸のために日常的に歩行時間を増やすことを推奨している（厚生労働省）

図1: 平均寿命と健康寿命の推移 出典：平成28年版厚生労働白書に一部加筆
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研究目的

 外出の機会を促し、住まい周辺を歩きやすい環境にすることが大切

 英ブリストル市サウスヴィル地区は、住民が楽しく、安心して歩け
るまちにするための様々な取り組みを行っている

 これらの取り組みの中心になっているのがコミュニティ組織

具体的な取り組みの効果と

これらを可能にしているコミュニティ組織の在り方を考察

 調査方法
 文献調査
 コミュニティ組織、及び住民へのインタビュー調査（2017年7月上旬）

・CEO, 男性
・マネージャー, 女性
・ファミリーサービス長, 男性

 ・評議員会議長, 男性, 住民 
 ・ボランティア, 男性, 住民
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図2: 調査対象地区の所在
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ブリストル市サウスヴィル地区

 ブリストル市中心部の対
岸住宅地

 人口約12,000人

 小学校・コミュニティ施
設以外は住宅地の広がる
地域

 南側に商業エリア

 住宅地内に公園がない

最も中心となる駅

旧市街地

コミュニティセンター

小学校
公園

商店街
図3: 調査対象地区詳細地図



ブリストル市サウスヴィル地区

 どんな人が住んでいるか

・産業衰退後1980年代に再開発
・倉庫エリアがカフェやアートスタジオになる
・アーティスト、若者、若い家族の流入

54%
Terraced

91%

White
44%

38%

Higher 
managerial/
professionalManagerial/

professional

住宅タイプ 人種 職業

図4: Southvilleの住宅・属性グラフ



地域歩きを促進する活動

Improving green space
（緑の空間の向上）

Encouraging WIldlife
（野生生物の促進）

Improving Our Streets
（道の改善）

Encouraging walking, cycling, public 
transport
（ウォーキング、サイクリング、公共交通利用の促進）

Energy Conservation and Waste 
Management
（省エネルギー、廃棄物管理）

Promoting local enterprises
（地元企業の推進）

a) ベンチの設置 2003~

f) Good Front Garden Awards（素敵な前
庭コンクール）2004~

b) 自転車マップの作成

c) 公共交通、ウォーキングルート、休憩場所などの情
報ポイントの設置（Southville Center内）

d) 向上したバスサービスのキャンペーン

h) Southville Green Walkway（緑の散歩
道）2014

g) Art Trail（アート巡り） 2004~

e) Patchwork Garden Project（ちょっと
したスペースの清掃と緑化） 2003~

プロジェクト分野

j) Winter Lantern（ランタン祭り） 2011~

住民の地域歩きを促進する活動

i) Window Wanderland（窓デコレーショ
ンイベント）2016~現在進行系のプロジェクト

図5: 住民が地域を歩き交流を促進するプロジェクト



Good Front Garden Award：前庭コンクール

 期間を決めて住民に自由な投票を促し、高い評価の家に賞状を渡す
イベント

 地域の緑に貢献していることに感謝の意を表す

前庭の緑が道路空間を豊かにしている



Good Front Garden Award：前庭コンクール

 前庭が大きくなくても、工夫次第で緑ある空間を創出

 小さな努力を、コミュニティで評価

連続受賞者は誇らしげ賞状を
窓に並べている



Good Front Garden Award ：前庭コンクール

効果

 小さな緑のつながりが緑豊かなまちをつくる

 近所の素敵な緑を見るために、歩き回る住民が増えた

 ご近所さんを誘って見に行くことで、交流機会が増え会話が増えた



Patchwork Community Gardening：小区画ガーデニング

 手入れされずに放置された小さな区画（patches）をきれいにし、
より魅力的な環境をつくるための活動

 20名ほどの住民により構成

 ゴミや下生えを取り除き、高木や低木、花を植え、更にいくつかの
場所にはちょっとしたアートやベンチなどを置いた

 小区画の近所の住民に、参加とその場所の手入れの責任を持っても
らうよう働きかけ、維持管理の仕組みづくりも行っている

http://www.southvillecentre.org.uk/news-2/projects/Patchwork-
Community-Gardening.html

2008年 2015年



Patchwork Community Gardening：小区画ガーデニング

 道路空間にある植栽ますなどへの手入れも定期的に実施

効果

 地域の緑が増えた

 治安が良くなった



Southville Green Walkway：緑の散歩道

 オススメ散歩コースを設定（１ルート３０分程度）
ルート沿いに示されるサイン

ルートの種類ごとに花
の模様が異なる

ルートに選ばれる条件

・沿道の緑が多い

・道路が歩きやすい（障害物
がない、ゴミ等がない）

・ベンチ等休憩場所がある

・地域の主要な建築物や場所

http://www.southvillecentre.org.uk/news-2/projects/Greater-
Bedminster-Community-Partnership.html



Southville Green Walkway：緑の散歩道

2014年4月にオープニングを迎えた道

http://www.southvillecentre.org.uk/news-
2/projects/sustainable-southville/encouraging-walking-
cycling-public-transport.html

効果

 誰でも、いつでも、途中からでも気軽に参加できる活動

 ちょっとの頑張りでいい→歩くモチベーションが上がる

 散歩道に選ばれた沿道住民は緑化や美化を意識して励む

source：SCDA web site



Window Wanderland：冬の窓飾り

 冬場は窓を飾り、楽しくまちを歩く

 大作からささやかな作品まで幅が広い

 通りで共通のテーマで取り組むこともある

source：Window Wanderland web site

イベントに参加している住宅等
の地図



Window Wanderland：冬の窓飾り

効果

 住民で共通の話題を持つことにより、会話をする機会が増えた

 夜道に人が増えることで安全になった

source：Window Wanderland web site



Art Trail：アート巡り

 150人以上の地元アーティストが彼らの作品を地域の様々な場所で
公開するイベント（毎年５月の週末に実施）

 展示場所
 個人住宅：２５戸の住宅が会場となる（2017）
 コミュニティセンター・タバコ工場跡・教会・その他公共空間/施設

 アートイベントも開催
 アートワークショップ
 地元小学校で生徒作品の展示



Art Trail：アート巡り

 アートの種類は、ファインアート、ストリートアート、彫刻、陶
器、テキスタイル、写真、宝石、音楽、映画等と多岐

 地域の住民はアーティストとして、そしてアート巡りの来訪者とし
て、そして会場提供者としてイベントに参加

効果

 来街者が訪れる機会の創出

 まちの賑わい、商店の売り上げ増

 まちのブランドイメージ向上

 アーティスト育成



コミュニティ組織の概要

 Southville Community Development Association =SCDA

 1990年設立
 慈善事業組織→助成金申請が可能
 保証有限責任会社
（Company limited guarantee）

商業的なサービスを通して収入を得る
ことが許されている

 サウスヴィル・センターが拠点
 統廃合により廃校となった中学校校舎
 住民が地元の人々が恩恵を受けるよう
コミュニティで使用することを自治体
と交渉、1ポンド／999年間でリース

 Health and Wellbeing



考察：SCDAが持続的に活動できる要因 1

 インキュベーター（孵化器）として機能している

 SCDAが主となって立ち上げ、その後運用は住民や住民グループに移管
 SCDAは長期視点、俯瞰して地域にとって何が必要かを考えることができる

企画

運用

立ち上げ

SCDA 住民・住民グループ

独り立ち

図6: プロジェクトプロセスと主体



考察：SCDAが持続的に活動できる要因 2

 資金力
 保育園事業を柱として収益力がある
 コミュニティ・センターの賃貸料
 ファンド獲得方法のノウハウ



考察：SCDAが持続的に活動できる要因 3

 豊かな人材

 SCDAの経営陣（3名）民間企
業、非営利組織といった様々な
職歴を持つ

 評議員（6名）様々なバックグラ
ウンドを持つ住民により構成

Chairperson
議長

Vice-Chairperson
副議長

Treasurer
財務

Chief Executive
Officer

最高経営責任者

Head of Family
Services

ファミリーサービス長

Center Manager
センターマネージャー

経営陣 The Management Team 評議員会 Board of Trustees

Nursery Staff Center Staff

Number of staff is 54

Trustee
評議員

Trustee
評議員

Trustee
評議員

・評議員 6名（2017.11時点）
・全員ボランティア
・任期 3年
・議長、副議長 毎年選挙で選 れる

図7： Southville Community Development Association Organization Chart



考察：SCDAが持続的に活動できる要因 4

 パートナーシップによる連携
 Greater Bedminster Community Partnership
 サウスヴィルと隣のベッドミンスターのコミュニティ活動を共同で行っ
たり情報共有をする → 相互に刺激し合う

 行政の支援
 活動への助成金も獲得しやすい

Key points came out of Community 
Plan Meeting
– safety zones around schools
– toilets
– dog fouling
– littering
– improving outdoor spaces, including 
parks (e.g.food growing, water 
fountains)
– parking (access issues and residents 
parking)
– transport improvements (better 
integration, better bus routes)
– derelict buildings
– youth services
………

 背景として、英では政策の際に様々な分野の
組織によるパートナーシップで実施されるこ
とが多い

 「近隣地区再生のための全国戦略
（National Strategy for Neighbourhood 
Renewal, 2001）」プロジェクトでは、社会
福祉や医療、教育、警察、住民団体による
「地域戦略パートナーシップ」を組織するこ
とで、行政サービスを再編させた



小さなイベントがまちを魅力的にする

 素敵に庭を手入れしている住民に感謝の意を込めて、勝手に賞を渡
しましょう、という取り組み（前庭コンクール）
 毎年このイベントを励みにし、庭や植木の手入れをしている住民が増え
ている

 現在では隣の地区にまで広がった大きなイベントとなっている

 健康のために楽しみながら歩くことが出来れば長続きする（緑の散
歩道）
 気軽に楽しめる
 散歩ルートの沿道住民の意識向上

 お金をかけないで出来るイベント・活動をまずはやってみる

 イベントは毎年参加しなくてもよいといった参加の自由度も重要

自由が丘のまちに合ったイベント・活動を考えてみませんか


